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研究開発項目

KPI

①吸着開始圧
②吸着量

1. 革新的低濃度CO2分離プロセス開発

～2025年 成果
金属イオンや配位子等のモディファイ及び、
結晶状態の制御などのアプローチにて、吸
着特性を向上させ、設定したＫＰＩを達成
した。（2024年度完了）

分離剤1

プロセス2

分離剤量産3

パイロット建設
・検証

4

研究開発内容

CO2分離コスト
2,000円台/t-CO2

前処理プロセスフローやＰＳＡ操作条件の
検討を実施し、実機を想定した場合のコス
トの粗試算を実施した。

分離剤単価 kg/バッチにおける再現性検証を経て、量
産適性を確認した。原料配位子から成形体
取得までの分離剤粗試算を完了。

①回収CO2基準の分離剤量
（BSF)
②耐久性
③-1圧力損失
③-2水平方向の温度差

開発した分離剤を用い、ベンチ試験装置に
よりＫＰＩ①ＢＳＦの達成を確認した。
ＫＰＩ②耐久性評価にあたり、分離剤の
性能に影響を及ぼす夾雑物を明確化した。

• 2024年度にて①分離剤を完了
2025～2026年度は②プロセス③分離剤量産に取り組み
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• ②プロセス、③分離剤量産の取組を継続する

• ④パイロット建設・検証に向けた準備を進める

研究開発項目
1. 革新的低濃度CO2分離プロセス開発

分離剤1

プロセス2

分離剤量産3

パイロット建設
・検証

4

研究開発内容 実施期間 今後の取組
開発完了。
量産等の取組で問題発生時にはフォローアップする。

プロセス全体のコストを精査し、パイロットを建設、実証
していく。

パイロットスケールを想定した製造条件を検討する。

成形技術、夾雑ガス影響、PSA操作条件、ベンチ試験
による評価を進める。

2022～2024年度

2022～2027年度

2022～2027年度

2028～2030年度






